
犬
亙
四
軍
占
パ
月
二
十
一
回
第
一
↓
一
司
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岡
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合
事
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概
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的
訪
日
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財
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ー
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新

関

民

主

義

C) 

立

場
(
下

ー

，

f

、
J) 

皐

史

的

考

察

行

J 11 

i¥D且

一一

五I

川
叫
に
述
べ
し
が
知
〈
、

へ
l
ゲ
ル
史
観
は
糾
の
引
時
史
似

J
J山

r

d

q

)

占i1i:

ft 

人
間
0) 

、l.
場-

h 

)，1. 

t"1 

d、

然
史
似
で
あ
る
α

町
も
こ
の
立
掛
ド
於

τは
人
間
の
賀
政
な

εも
の
い
許

Z
れ
だ
い
コ

、ノ

3
-
A
t
-
-

、、
、
-
-
Lえ

}
F
A

こ
C
H長
片
山
科
ぃ
ト

E
T
r耳

2
1
T

践
的
な
人
間
と
見
ら
れ
る
「
世
界
史
的
人
間
」
又
は
「
英
推
」
と
雄
も
神
の
世
界
史
貿
現
の
手
段
た
る
に
過
ぎ
な
い
u

の

で
あ
っ
て
、
そ
の
仕
事
が
終
る
な
ら
ば
「
核
貫
の
本
虚
な
る
皮
の
知
〈
脱
落
し
て
了
ふ
o
」
印
ち
彼
等
は

1

理
佳
の
佼

智
」
に
よ
っ
て
働
か
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

か

t
て
へ
!
ゲ
戸
に
於
て
は
、
哲
皐
者
な
る
も
の
も
寅
践
的
立
場
に
立
っ
て
貨
在
に
濁
す
る
も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
人
間
の
立
場
に
於
け
る
貨
践
的
哲
撃
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
〉
な
る
。

故
に
彼
は
客
観
精
紳
を
詳
論
せ
し

『
法
の
哲
皐
』
の
序
文
に
於
て
臼
〈
「
哲
準
的
著
作
と
し
て
こ
の
書
は
、
闘
家
伝
あ
る
べ
き
様
に
構
造
す
ぺ
し
町
一

5
2

印

2
日
F

当

-
0
2
m
m一口

mo---r。
ロ
明
言
ユ
叩
円
四

=N戸
周
回
《
)
-
一
向
口
、

と
一
五
ふ
こ
と
か
ら
は
最
も
速
く
距
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
哲
皐
的
著
作
に
於
て
存
し
得
る
教
は
、
岡
家
を
そ
れ
が
如
何
に
あ
る
べ
き
か
で
は
な
く
な
し
ろ
園
家
帥
も
倫

新
岡
民
主
義
の
立
場

第
四
十
三
巻

六
五
五

第
五
競

カ4



新
闘
民
主
義
の
ま
相
場

第
四
十
三
谷

六
五
六

理
的
宇
宙
が
如
何
に
認
識
さ
る
べ
き
か
を
教
へ
る
こ
と
に
向
ひ
得
る
の
で
あ
る
o
]

こ
の
序
の
絡
に
営
っ
て
夏
に
一

第
五
銑

凶

C 

般
的
に
日
〈
「
世
界
が
如
何
に
め
る
べ
き
か
の
数
含
ω
出
向
]
巳

5
P
室
内
与
芯
要
。
一
円

2
5
2
=
に
つ
い
て
伯
ほ
一

言
一
五
ふ
な
ら
ば
、

こ
の
数
へ
の
免
め
に
は
元
来
哲
墜
は
や
巾
に
飴
り
に
遅
〈
来
る
の
で
あ
る
。
宜
在
が
そ
の
形
成
過

程
を
完
成
し
自
ら
ぞ
成
し
、
遂
げ
た
後
に
は
じ
め
て
哲
皐
は
世
界
の
思
想
と
し
て
現
れ
る
c

宜
在
の
成
熟
期
に
於
て

初
め
一
て
理
想
的
な
る
も
の
が
現
宜
的
な
る
も
の
に
艶
立
し
て
現
れ
て
、
此
世
界
を
そ
の
賃
睦
牲
に
於
て
把
握
し
叡

知
羽
界
の
形
的
山
い
い
於
-L
建
設
す
ア
日
正
以
ふ
i
L
乙
色
白

る
。
し
却
ち
前
遮
せ
し
如
〈
へ
!
グ

Y
に
於
て
は
各
岡
氏
の
綾
展
の
「
タ
」
の
段
階
に
於
て
は
じ
め
て
ぞ
の
宜
在
の
哲

概
念
が
一
ム
ヘ
‘
芯
と
同
慨
に
際
・
児
、
か
必
部
品
川
仁
小
め
す
め
で
あ

撃
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の

~
l
グ
u
y

哲
墜
に
一
度
浸
頭
し
だ
青
年
マ

Y
ク
ス
は
ア
オ
イ
エ

Y
バ
ツ

A
e
T
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

先
づ
こ
の
形
而
上
島
的
立
場
よ
り
脱
却
し
彼
自
身
の
貰
践
的
立
場
に
紘
一
み
行
っ
た
。

日
〈
「
放
等
、
思
静
的
な
榊
撃

者
並
に
哲
皐
者
共
に
私
は
忠
告
す
る
。
法
等
も
し
在
る
が
憧
の
事
物
に
剖
も
真
理
に
改
め
て
近
付
か
ん
と
欲
せ
ば

須
〈
、
在
来
の
思
緯
哲
皐
の
概
念
と
偏
見
と
よ
り
汝
等
を
解
放
せ
よ
。
而
し
て
汝
等
に
と
っ
て
、
真
理
と
自
由
と

へ
の
道
は
、
持
火
の
火
た
る
町
2
2
'
z
n
F
火
の
小
川
を
通
じ
て
に
非
ら
守
し
て
は
存
せ
ぬ
の
で
J

の
る
。
か
の
フ

オ
イ
エ
y
d
ツ
山
こ
そ
は
現
代
の
煉
獄
で
あ
る
〕
こ
の
ア
オ
イ
エ
y
j
ヅ
』
は
へ

1
ゲ

Y
哲
墜
を
批
判
し
そ
の
形

而
上
撃
的
立
場
を
脱
却
す
る
道
を
奥
へ
た
。
卸
ち
へ

l
ゲ

Y
の
世
界
精
神
は
我
々
人
聞
の
理
性
を
人
間
外
に
措
定

し
て
超
越
的
な
理
性
と
し
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
基
督
教
に
於
て

「
人
聞
が
自
己
の
本
質
を
劃
象
化
し
、
然
る

I-Iegel， Philo5ophie de~ Rechts， (von L:lsson. S. 【:;")
Ibid. S. 17 
Marx=Eengels Gesa.mtausgabe， Eer，::;te AbJeilung. Jb.nd 1. Eerster 1 Ialfkmd. 
s. 175 
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後
再
び
自
己
を
此
卦
象
化
さ
れ
た
る
:
本
質
の
卦
象
た
ら
し
め
る
」
と
同
で
め
る
。
郎
ち
「
へ

1
グ
Y

は
、
失
は

而
し
て
「
人
聞
の
自
然
的
立
場

れ
た
表
へ
た
基
督
教
を
哲
皐
に
依
っ
て
回
復
せ
ん
正
す
る
努
力
で
あ
る
」
と
し
た
。

は
一
異
の
立
場
で
あ
り
、
絶
卦
的
な
立
場
で
あ
り
、
従
っ
て
哲
撃
的
立
場
で
あ
る
己
主
主
張
し
、
人
間
的
本
質
に
立

つ
こ
と
を
以
て
新
哲
墜
の
立
場
で
あ
る
と
し
た
。

か
く
て

~
1
ゲ

Y

に
於
け
る
世
界
精
神
又
は
神
は
現
賓
の
人
間

に
引
き
下
ぎ
れ
た
の
で
あ
る
。

7

Y
グ
ス
は
咽
』
山
ア
オ
イ
ェ

Y

バ
ヴ

~
l
ゲ

Yω
形
而
上
感
的
立
場
よ
り
脆
却
し

A

山
人
間
的
立
場
に
よ
っ
て

司】，、
F

、

L
f
I

占

μ

而
色
彼
は
ザ
}
の
立
場
に
止
ま
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
c

れ
の
「
人
間
」
は
術
ぽ
抽

こ
れ
ア
オ
イ
エ
戸
川
ヅ

U
M
h
h
川
・
:
ー
が
〉
)
一
ぜ
ワ
)
主
、
州
司
弘
h
J
日
唱

H
J・'・
h
叶

J

へJ

〉
)
p
h
t
y

、
4

4

弘
吉
、
・

2
3

十
~

-

h

，、
J
o

du夕
、
白
ロ
ず
J
1
3で

f
f
ν
v
μ
l
i
-
-
r
R
n町
内
口
工
目
士
年

a
h
'
h口

J
j
y句、

f
ν
v
J
t
p
L
1〈
ゴ
4

'

J

J

去し円
t
白
山
陰

~υ:'l

19A民
っ
し
ど
り
位
勿

一
示
ド
究
ノ
'
r
し

I
ノ
ザ

f
し

Ha
川
汁

~rJ 

[1 

羽
山
賞
、
戚
性
が
、

に
だ
客
暗
ま
た
は
直
視
の

論
(
ア
オ
イ
エ

Y
バ
ヅ
」
の
も
今
川
め
て
)
の
主
要
な
融
陥
は
、
調
象
、

形
式
の
も
と
に
梶
へ
ら
れ
て
、
戚
性
的
・
人
間
的
活
動
、
寅
践
ヨ
ロ
ロ
与
E
E
B泊
E
E
d巾
吋
邑
問

Z
F
耳
目
U
'
と
し
て

劃、主
象、瞳
自力、 的
活に

動

フ
オ
イ
エ

Y
バ
ツ
』
は
人
間
的
活
動
そ
の
も
の
を

EC]岳
ゴ
〈
従
へ
ら
れ
て
屈
な
レ
こ
と
で
あ
る
。

。日mm
-
5
3
E一一円}回目叶伴
-mr内
宗
と
し
て
捉
へ
て
ゐ
な
い
。

そ
れ
故
彼
は
、
基
督
教
の
本
質
の
中
で
、

:
か
〈
て
彼
は
草
命
的
な
賓
践
的
・
批
判
的

な
活
動
品
目
『
宮
田
r
p
n
r
e
k
F
2
n
r巾
口
、

E
C
m
r
z
の
意
義
ぞ
把
損
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
居
る
。

た
Y
理
論
的
な
態
度
の
み
を
真
正
に
人
間
的
な
態
度
と
見
て
居
る
。

か
く
人
間
の
活
動
を
封
象
的
貫
践
的
批
判
的
な
活
動
と
し
人
聞
を
そ
の
宜
践
的
本
質
に
於
て
把
握
せ
し
青
年
マ

y
ク
ス
に
と
っ
て
は
異
の
哲
撃
者
な
る
も
の
は
こ
の
貫
践
的
な
人
間
の
立
場
に
立
っ
て
賃
在
を
貴
践
的
に
麓
草
せ

新
凶
民
主
義
の
立
場

第
五
競

六
五
七

l1!l 

第
四
十
三
恭
一

Kroner::i Taschenau:-g凡lJe，Band 92， S. :3 
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新
附
民
主
義
の
立
場

山
市
凶
十
三
谷

j
L
K
 

/

主

/

第
五
蹴

四

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
却
も
「
哲
皐
者
遺
は
こ
れ
ま
で
世
界
を
只
だ
種
手
に
解
揮
し
て
来
に
が
世
界
を
種
革
す
る

こ
と
が
問
題
で
め
る
。
」
か
〈
て

?
Y
ク
ス
に
於
て
は
哲
撃
な
る
も
の
は
へ

l
グ

Y

に
於
け
る
が
如
き
静
概
的
形
而

上
皐
的
な
る
も
の
だ
る
こ
と
許
止
め
て
、
賞
践
的
な
人
聞
が
宜
在
を
劃
象
と
し
て
こ
れ
を
批
判
し
種
革
す
る
と
こ

ろ
の
寛
成
的
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
〈
て
へ

1
ゲ

Y

に
於
げ
る
紳
の
質
成
の
立
場
伝
人
間
の
寅
践
の
立

場
に
引
き
下
し
一
而
も
「
公
然
か
の
偉
大
な
る
思
想
家
の
門
人
た
る
こ
と
を
承
認
し
た
」

マ
Y

ク
ス
は
、

へ
1
ゲ

y

山
由
甲
円

JET量りノ」
L
坊
こ
ん
・
、
(
L
U
一」
M
L
Z凡川

J

者
匹
司
↓
p
丹
こ
ノ
"
に
こ
り
者
安
司
、

k
フ
じ
た
ゆ
変
量
品
川
存
在

f
h

J
t
p
一
而
中
〆
し

a414
り昨
Aft-ν

目」
4
4
，，
k
寸

/
d
M
l
J
ノ

t
η
J
u
t
t
二一

H
3
2
1
h
t
J《

l
a
J
I
H
V
v
t
t
f
i
u
三
一
れ
一
『
ワ

1

t

p

H

d

d

b

z

r

，r
t
曽
唱
I
t
I
M
F
-
孟仕
I
J
Z
2
1
e
t

し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
改
め
て
人
間
的
資
践
の
立
場
に
引
き
干
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
む
而
し
て
ぞ
れ
は
先
づ

「マ

Y

タ
ス
が
初
め
て
将
来
哲
皐
の
基
本
的
原
理
を
表
明
し
だ
」
と
一
一
ム
は
る
〉
「
調
悌
年
誌
』
の
諸
論
文
の
中
に
見

ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
其
後
の
研
究
は
こ
れ
を
哲
率
的
並
に
科
皐
的
に
穀
展
せ
し
め
て
行
っ
た
の
で
あ

zc

.晶.
~、

7
Y
ク
ス
の
貫
践
哲
準
的
立
場
を
明
に
せ
ん
と
せ
ば
、
先
づ
そ
の
賞
践
の
諸
要
因
を
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
而
も
こ
〉
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
飽
ま
で
人
間
的
貿
践
的
立
場
じ
立
っ
て
世
界
を
襲
輩
ぜ
ん
と

せ
し
彼
は
、
ぞ
の
麺
草
ぜ
ん
と
す
る
現
寅
在
の
分
析
批
判
の
巾
に
こ
の
賞
践
の
諸
要
因
を
現
賞
的
に
確
立
せ
ん
と

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
倫
理
皐
』
に
於
て
人
聞
の
本
質
的
構
造
の
上
に
人
間
善
一
般
を
明
に

せ
し
こ
と
で
あ
る
。

し
こ
れ
を
目
的
困
と
し
夏
に
こ
れ
ぞ
宜
現
す
べ
き
形
相
因
を
「
政
治
事
』
に
於
で
家
族
、
財
産
制
度
、
岡
家
等
に
つ

き
明
に
し
そ
の
革
命
論
に
於
て
動
力
困
を
明
に
し
こ
れ
等
賞
践
の
諸
要
因
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
後
に
理



想
的
闘
民
世
合
百
貨
担
論
を
一
般
的
に
明
に
し
た
。

へ
!
グ

Y
に
於
て
は
主
規
精
神
論
に
於
て
人
間
の
本
質
的
構
造

が
明
に
さ
れ
客
観
精
神
論
に
於
て
は
先
づ
諸
種
の
枇
合
的
本
質
の
構
造
が
明
に
さ
れ
こ
れ
等
の
論
の
上
に
歴
史
哲

墜
に
於
て
神
の
寅
践
の
四
要
因
が
明
に
さ
れ
ぞ
の
史
的
殺
展
的
寅
現
と
し
て
世
界
史
の
史
的
稜
展
的
構
造
が
明
に

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
識
は
賀
在
並
に
貫
践
の
一
般
的
本
質
論
で
あ
る
。
然
る
に
人
間
的
資
践
の
立
場
に

立
っ
て
羽
賀
在
と
し
て
の
資
本
主
義
枇
舎
を
種
革
せ
ん
と
せ
し
マ

Y
ク
ス
は
か
〉
る
一
般
的
本
質
的
な
研
究
に
止

ま
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
更
に
進
ん
で
現
宜
保
と
し
て
の
資
本
主
義
枇
舎
を
分
析
し
以
て
こ
の

特
定
の
羽
賀
'
校
に
釣
す
4
0

貨
此
の
内
山
要
凶
を
則
一
に
ぜ
ん
と
し
に
。
故
に
先
づ
こ
の
現
LLI'f
の
蹴
密
な
る
分
析
を
特

ド
重
ん
じ
十
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
マ

Y
ク
ユ
に
於
て
は
宜
肢
の
問
要
闘
の
一
般
的
本
質
い
か
明
仁
さ
れ
と
し
乙
共
に

資
本
主
義
世
合
同
麓
本
の
魚
め
の
諸
要
因
が
明
に
さ
れ
る
こ
と
〉
な
っ
た
の
で
あ
る
。

卸
ち
彼
は
「
濁
悌
年
誌
』
中
の
論
文
に
於
て
次
の
如
〈
に
述
べ
て
居
る
つ

「
改
革
家
の
問
に
一
般
的
無
政
府
状
態

一
か
蹟
が
っ
て
ゐ
る
に
止
ま
ら
子
、
各
人
と
色
に
ど
う
な
る
べ
き
か
と
式
ふ
こ
と
に
つ
い
て
何
等
的
確
な
見
解
を

4

、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、

た
な
い
事
を
自
ら
告
白
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
は
云
へ
我
今
が
世
外
を
硝
断
的
に
見
込
づ
け
や
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

醤
世
曾
の
批
判
の
中
か
ら
始
め
て
新
世
界
を
礎
見
し
ゃ
う
左
す
る
こ
と
は
、

、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、

叉
正
し
き
新
傾
向
の
長
所
で
あ
る
o
」

具
に
日

t
「
未
来
の
構
想
と
め
ら
ゆ
る
時
代
に
卦
f
v

て
用
意
向
到
な
事
と
が
我
々
の
典
り
知
る
所
で
な
い
と
す
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
愈
々
我
ム
ザ
の
境
賞
魚
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
が
確
貨
な
誇
で
あ
っ
て
、
な
は
一
切
の
現

存
せ
る
色
の
〉
偲
借
な
き
批
判
が
そ
れ
で
あ
る
と
忠
ふ
が
、
こ
の
但
借
な
き
と
云
ふ
の
は
、
批
判
が
そ
の
結
果
に

務
幽
民
主
義
D
立
場

策
四
十
三
舎

六
五
九

第
五
娩

凶



新
闘
民
主
義
の
立
場

第
四
十
三
巻

六
六

O

第
五
披

四
回

劃
し
て
恐
れ
を
戚
じ
な
い
と
云
ふ
意
味
で
め
る
と
共
に
、
現
存
諸
樺
力
と
の
衝
突
に
劃
し
て
も
恐
れ
診
戚
じ
な
い

と
云
ふ
意
味
で
あ
る
」

か
く
の
如
〈
資
本
主
義
世
舎
を
盤
草
せ
ん
と
せ
し
彼
は
、
先
づ
こ
の
禽
枇
舎
の
批
判
の
中
か
ら
新
世
舎
を
現
賓

す
べ
き
貰
践
の
諸
要
因
を
明
に
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
宜
在
研
究
は
、
デ
イ
M
Y

タ
イ
ド
賀
践
的
認
識
の
一

「
宜
在
認
識
一
叉
は

C
A
2
2
E生
円
宮
内
出
〉

Z
F出国内口一

l

調
象
把
握
」
と

士
蔓
と
し
て

5
1
R
r
-
E
H
r
町一
Z
R一自ロ日
S
5

出

¥
5・b
D
-
h
官
哲
ず
る
。

一畑、

l
l
{
1
-
4
d
l

E
)
a
J
R
t
Z止
戎

~ntι

ドヘ
J
p
u
n
j
J
一主
K
1叫
Lr
帥

Z
A
P
-
H
ι
t
t
J
也
、
)
了
〉

'
o

j

九

ibjzi--一f
t
t
J
f
d
/し
yt
じ

E
b
F
-
信
一
到

l
事
庁
L
f
d
1
3
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y
a
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、

b
L
J
E
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の
最
初
の
経
掛
皐
臨
系
に
『
政
治
経
済
皐
批
判
』

X
Z『

F
-
z
r
{一E

一5
2
t
n
r
g

。rC
5
2
5
な
る
題
名
を
興
へ
ま

た
彼
の
大
著

]
[
)
島
出

阿
佐
℃

-E一
に
内
コ
仲
宗

ュ日目。一三一一

ER--2cpv-さ
=
】
]
。
な
る
副
題
名
を
附
し
以
て
蛭
梼
阜
の
劃

照
た
る
資
本
主
義
枇
舎
の
「
批
判
」
を
も
志
味
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
こ
£
政
治
経
済
皐
批
剣
』
の
序
に
於
て
も

「
科
皐
の
入
口
に
は
地
獄
の
入
口
と
阿
じ
ゃ
う
に
、

次
の
要
求
が
掲
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

『
亡
、
に
一
切
の
疑

快
を
棄
て
ね
ば
な
ら
な
い
、

一
切
の
怯
儒
が
こ
〉
に
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
』
」
と
述
べ
て
居
る
。

被
は
こ
の
現
宜
批
判
を
へ

l
グ

Y
の
緯
誼
法
の
立
場
に
於
で
し
た
の
で
あ
っ
て
『
資
本
論
』
第
一
巻
の
序
に
於
て

次
の
如
〈
に
述
べ
て
居
る
。

「
静
誼
訟
は
へ

l
ゲ

Y
の
手
に
お
い
て
神
秘
化
さ
れ
だ
け
れ
ど
も
ぞ
の
こ

k
は
決
し

て
彼
が
そ
の
一
般
的
運
動
形
態
を
は
じ
め
て
包
括
的
な
且
つ
意
識
的
な
仕
方
で
紋
越
し
に
と
一
五
ム
こ
と
を
妨
げ
は

し
な
か
っ
た
。
緯
謹
法
は
彼
に
あ
っ
て
は
遁
立
ち
し
て
ゐ
る
c
苔
冷
は
、
神
秘
的
な
外
皮
の
中
に
A
口
理
的
な
核
心
ぞ

説
味
見
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
願
倒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
締
話
法
は
、
そ
の
神
秘
化
さ
れ
た
形
態
に
お
い
て
は
、



ド
イ
ツ
の
流
行
と
な
っ
た
、
そ
れ
は
現
存
率
物
を
事
化
す
る
か
に
思
へ
だ
か
ら
で
あ
る
。
合
理
的
な
姿
に
於
て
法

韓
謹
法
は
、
市
民
生
活
及
び
そ
の
空
論
的
代
詩
者
逮
に
と
っ
て
、

静
誼
法
は
現
存
事
物
の
膏
定
的
理
解
の
う
ち
に
、
同
時
に
ま
た
そ
の
否
定
の
そ
の
必
然
的
改
落
の
理
解
を
含
め
、

一
の
苦
悶
で
あ
り
恐
怖
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば

あ
ら
ゆ
る
生
成
し
た
形
態
を
運
動
の
流
れ
に
お
い
て
、
ぞ
れ
故
に
ま
た
そ
の
暫
時
的
方
面
か
ら
、
把
握
し
、
何
物

そ
の
本
質
上
批
判
的
で
あ
り
革
命
的
で
あ
る
か
ら
o
」
こ
う
に
へ

I
グ

Y
の
闘

民
の
捧
読
法
的
発
展
の
「
タ
」
の
段
階
に
於

τそ
の
現
貨
の
本
質
を
把
握
し
以
て
現
宜
を
否
定
す
る
に
至
る
哲
筆
者

が
積
極
的
礎
革
的
な
が
一
七
品
川

t
現
れ
る
円
か
く
1

7

Y
ク

λ
一
は
市
民
枇
舎
の
本
質
を
哲
皐
的
仁
把
握
し
仁
。

に
よ
っ
て
も
畏
伏
せ
し
め
ら
れ
や
、

か
t

F

U

Y

ク
ス
ー
か
掛
革
せ
ん
し
二
、

q

山
立
在
中
伊
山
批
剣
ナ
人
?
」
l
t
に
よ
っ
て
杭
の
武
践
的
思
悦
に
明
宜
的
基
礎
p
m
(

へ
ん
と
せ
し
こ
と
は
賓
践
的
研
究
に
と
っ
て
の
大
な
る
蓮
歩
で
あ
る
の
こ
れ
寅
践
の
諸
要
因
の
知
識
が
畳
一
に
貫
践

の
基
礎
た
り
得
ん
が
矯
め
に
は
、
こ
の
賓
在
の
批
判
的
研
究
の
中
に
於
て
そ
の
貨
現
の
可
能
性
が
確
め
ら
れ
て
居

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
・
か
く
て
次
に
守
山
y

ク
ス
に
於
け
る
'
貨
践
の
四
要
因
を
見
る
こ
と
〉
す
る
。

で
目
的
園
、
先
づ
そ
れ
が
魚
め
に
こ
の
貫
在
の
費
草
が
魚
さ
る
べ
き
と
こ
ろ
の
目
的
因
は
、

一
言
に
し
て
云

へ
ば
、
庄
内
ヨ
g
R
E
R宮
内
「
島
町
田
広
三
円
-aEzm-
仏
一
向
閉
山
岳
山
-
f
f
H
E
N
Z
n
r
m
E
「
自
己
目
的
と
し
て
妥
賞
す
る

と
こ
ろ
の
人
間
的
能
力
の
竣
展
」
で
あ
る
。

へ
l
ゲ

Y
に
於
げ
る
貰
践
者
は
神
で
あ
り
こ
の
神
の
本
質
は
理
性
で

あ
る
が
故
に
こ
の
貨
践
の
目
的
因
は
こ
の
世
界
理
性
た
る
紳
が
世
界
史
的
表
現
を
通
じ
て
自
己
の
本
質
を
自
覚
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
り
然
る
に
マ

Y
ク
エ
に
於
け
る
貫
践
者
は
人
間
で
あ
り
こ
の
人
聞
の
本
質
は
貴
践
的
活
動
に
あ

新
岡
民
主
義
白
立
場

第
四
十
三
谷

ahド
六
六

第
五
披

四
五



新
制
民
主
義
の
ム
札
場

第
四
十
=
一
審

r
，F
F
b応

茸
五
量

六
六

四
J;: 

る
が
故
に
人
間
の
自
由
は
そ
の
宜
践
的
本
質
の
貫
現
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
於
て
マ
戸
ク
エ
は
、
園
家
の
訟
に
従
ム

こ
と

h
J

人
聞
の
自
由
で
め
る
'
と
し
た
へ

l
ゲ

Y

正
異
な
ち
、
人
聞
を
人
間
た
ら
し
か
る
能
力
を
遺
憾
な
く
後
輝
ぜ

し
か
る
こ
と
を
以
て
人
関
長
と
考
へ
忙
ア

y
月
ト
ア
レ
見
の
立
場
と
相
通
?
る
も
の
が
あ
る
。

耐
も
ア
ソ
ス
ト
-
プ
レ
ス
い
か
経
掛
的
生
産
階
組
合
以
て
悶
家
の
叔
諒
lc
な
し
人
間
に
る
こ
と
よ
り
除
外
し
た
に
劃

し
ず
山
戸
グ
え
法
こ
の
純
神
崎
生
時
崎
川
慨
を
人
間
的
生
活
に
高
め
る
こ
と

-e以
て
最
も
損
要
な
問
題
と
し
た
。
こ
の

1
1
L
:
:
，

，

、

一

〆

司

:

、

「

』

|

J

I

B

-

ゅ

;

:

:

〉

血
川
い
わ
い
か

1
じ
7

U
ノコ

l
-フ
L

フ

れ

な

J
E
L
F
H
N
H
刊
を
寺
戸
川
エ
パ
ご

L:宇

h
u
z

4引;

(Ti 

人
陪l
(;J 

p 
，λ 

ト

レ
久
に
於
て
は
本
質
的
に
岡
氏
的
存
在
に
於
て
考
へ
ら
れ
た
に
封
し

?
y
ク
ス
に
於
て
は
枇
合
的
階
級
艶
立
に
於

で
あ
る
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
ヲ
ス
ト
-
プ
レ
ス
と
相
違
す
る
ニ
賄
に
於
て
目
的
因
に
闘
す

る
マ

Y
ク
ス
の
枇
命
日
主
義
者
と
し
て
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
青
年

7
Y
ク
ス
の
次
の
主
張
に
於
て
特

に
明
に
見
ら
れ
る
。
日
〈
、

「
奮
き
世
界
が
俗
人
に
属
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
異
質
で
あ
る
o
」
「
勿
論
彼
俗
人
が
世

界
の
主
で
あ
る
の
は
た
Y
姐
最
が
屍
躍
に
蔓
る
様
に
、
そ
の
仲
間
と
共
に
世
界
を
満
た
し
て
居
る
か
ら
そ
う
で
あ

る
ま
で
の
事
で
め
る
。
そ
れ
故
に
こ
れ
等
の
主
人
遣
の
仲
間
は
若
干
の
奴
隷
で
さ
へ
め
れ
ば
い
冶
の
で
あ
り
、
そ

し
て
奴
識
の
持
主
共
は
自
由
で
あ
る
ぞ
要
し
な
い
。
若
し
彼
等
が
そ
の
土
地
及
び
人
民
を
財
産
と
し
て
ゐ
る
た
め

に
優
越
的
意
味
で
主
人
と
一
五
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
彼
等
は
や
は
り
そ
の
人
民
蓬
に
劣
ら
や
俗
人
な
わ
け
で
あ

る
。
」
「
人
閉
そ
れ
は
精
神
的
存
在
自
で
あ
り
自
白
人
共
和
主
義
者
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
「
人
聞
の
自
己
戚
情
却

自
由
は
こ
の
人
間
の
胸
中
に
於
て
初
め
て
再
び
費
醒
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
:
こ
の
戚
情
の
み
が
こ
の
枇
舎
か
ら

Marx， Aus dcn DcζCl'叩:λut胎sch主-)'目r訂an血zυ凶sisch司'enJμa.h.r出hu配che屯但ern日町'J (K 1ト

Band 9'，日 212.)



再
び
人
類
の
最
高
目
的
の
矯
め
の
人
類
の
共
同
瞳
却
も
民
主
的
な
岡
家
を
作
る
こ
主
が
出
来
る
よ
か
く
て
彼
に
於

て
は
賀
践
の
目
的
因
は
人
類
枇
命
日
的
自
由
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

、

二
、
形
相
園
、
次
に
そ
れ
を
賀
現
す
ぺ
き
と
こ
ろ
の
形
相
因
卸
ち
理
怨
枇
舎
は
、
7

Y
ク
ス
が
こ
〉
に
「
人
類
の

最
高
の
目
的
の
魚
め
の
共
同
盟
」
正
一
一
ム
へ
る
色
の
で
、
そ
こ
に
於
て
「
人
間
的
自
由
」
が
宜
現
せ
ら
れ
る
祉
舎
で
あ

る
。
彼
は
ま
だ
こ
れ
を
「
自
由
の
岡
」
巳
古
河
内
王
国
母
『
司

E
r
zー
と
し
て
述
べ
て
居
る
が
そ
こ
に
は
経
糟
生
活
の
本

質
と
結
梼
生
活
と
奥
の
人
間
生
活

t
の
理
想
的
な
闘
係
と
が
明
に

3
れ
て
居
る
。

先
づ
日
く

「
飴
儀
な
き
必
要
と

外
的
な
合
目
的
的
性
に
よ
ん
つ
J
C
決
定
1
い
れ
弓
勢
働
日
存
在
し
な
く
な
っ
た
L
1
t
ん
に
究
際
初
め
て
自
由
の
闘
が
問

L

1

l

J

1

3

↑
 

P
R
M
訓

C
M
V

叫
ん
島

F

V

一

1

t

I

I

 

う

に

件

γ
u
J
U

人
間
の
給
油
仲
俳
人
な
活
必
な
る

b
の
が
同
県
の
人
間
の
益
活
J
J
り
百
別
ざ
れ
且
っ
そ
の
万

質
が
後
に
異
の
人
間
生
活
を
涜
定
す
る
?
と
こ
ろ
の
「
そ
れ
自
身
目
的
と
さ
れ
る
人
間
的
能
力
の
殺
展
」
な
る
語
に
封

し
て
「
飴
儀
な
き
必
要
と
外
的
な
合
目
的
的
性
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
労
働
」
な
る
語
を
以
て
規
定
さ
れ
亡
。
即
ち

真
の
人
間
生
活
が
人
聞
を
人
間
た
ら
し
む
る
能
力
を
そ
れ
自
身
目
的
と
し
て
稜
展
き
す
生
活
で
あ
る
に
艶
し
経
済

生
活
は
人
間
生
活
の
魚
め
の
手
段
と
し
て
必
要
な
る
物
財
の
矯
め
に
止
む
な
き
手
段
生
活
で
あ
る
。
以
下
こ
の
程

持
生
活
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
日
〈
「
未
開
人
が
そ
の
諸
欲
求
を
充
た
す
魚
め
に
そ
の
生
命
を
保
存
し
再
生
産
す

る
矯
め
に
自
然
と
闘
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
如
く
文
明
人
色
亦
同
じ
こ
と
を
魚
さ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
人
間
は
如
何

な
る
社
命
日
形
態
に
於
い
て
色
、
如
何
な
る
住
り
得
ぺ
き
生
産
方
法
の
下
に
も
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ、、

る
」
卸
ち
こ
h

に
は
前
に
人
間
の
真
の
生
活
に
封
し
形
式
的
に
規
定
さ
れ
た
る
桓
漕
生
活
な
る
も
の
が
更
に
内
容

新
岡
民
主
義
h
v
e
M
場

戸、」、
-ノ

J
'
F

第
五
時
四

I些{
士;

第
四
十
三
谷
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新
聞
民
主
義
自
立
場

第
四
十
三
巻

六
六
回

第
五
披

四
i¥. 

的
に
、
人
間
の
諸
欲
求
を
充
た
し
そ
の
生
命
を
保
有
し
再
生
産
す
る
魚
め
に
必
要
な
る
物
財
を
得
る
矯
め
に
自
然

と
闘
ふ
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
且
っ
か
〉
る
経
祷
生
活
な
る
も
の
は
ぞ
の
時
と
庭
の
異
な
る
に
拘
ち
ゃ

人
間
の
存
在
と
共
に
普
遍
的
な
る
も
の
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
居
る
。
次
に
円
く
「
人
聞
の
後
遺
に
つ
れ
諸
枇

望
が
増
大
す
る
か
ら
、
こ
の
白
然
必
然
の
岡
監
目
印
刷
同
町
H
n
v
巳

R
Z
2
2
2昼間
r
m
p
も
瞬
、
大
き
れ
る
。
E
F

」
同
時
に
ま

た
比
等
諸
欲
P-
充
す
生
産
力

牛
弓
で

E
E一
内
巴
。
一
内
『
込
町
も
憤
大
き
れ
て
家
る
。
」
こ
〉
に
経
稗
牛
活
は

「
白
然
必
然
の

、、

前
M
4

】

FU
ノ

'

日
M
U

』し
5

L

、
L
F
}ノ
主

b
a
h
-、
、
叶
リ
ヘ
)
ら
へ
ず
・

1
7
E
E
ν
7
h
p
内
レ
ヒ
ヒ
住

1
1ノ
主
己
以
却
、
九
、
、

m

可
b

〉

L
:
L
Z
〉

O

酌
〉

仁胆「

L
I
c
-
-
t，
E
:
-
r
A
U
日
2
t
jノ
日
ド

fν

白
Z
6
U引

2
l
f
J
'
r一一
E
J
J
U
B
t
l
-
D
つ

E
L
f
-↑
h
f
d
d
u
C
3

生
産
力
の
蓮
歩
が
、
生
産
闘
係
と
の
静
誼
法
的
関
係
に
よ
っ
て
人
類
歴
史
を
押
し
準
め
る
力
と
し
て

7
Y
グ
ユ
史

観
に
於
て
考
へ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
人
間
の
蛭
漕
生
活
の
根
本
的
な
惟

質
で
あ
っ
て
将
来
枇
舎
に
於
て
も
麗
ら
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
崎
明
米
の
理
想
枇
舎
に
於
て
は
、
こ
の

自
然
必
然
の
域
領
も
或
意
味
に
於
て
自
由
と
な
る
と
考
へ
ら
れ
た
。
日
〈
「
こ
の
方
面
の
自
由
な
る
も
の
は
、
白
然

と
の
物
質
交
換
に
よ
り
恰
も
官
目
的
な
力
に
よ
っ
て
の
如
〈
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
止
め
、
社
命
同
化
さ
れ
た
人
類
が

聯
帯
し
に
る
生
産
者
逮
炉
、
自
然
と
の
物
質
交
換
を
合
理
的
に
規
制
し
、
共
同
的
な
管
理
に
膏
ら
し
、
以
て
最
小

の
力
の
支
出
と
人
間
的
本
質
に
最
も
相
鷹
し
い
最
も
過
賞
し
た
諸
保
件
の
下
に
こ
れ
を
行
ふ
こ
と
に
於
て
の
み
存

し
得
る
。
而
も
そ
れ
が
必
然
の
領
域
た
る
に
は
襲
り
な
い
の
で
あ
る
。
」
7
Y
ク
ス
は
経
済
的
生
産
生
活
を
以
て
艇

済
生
活
全
臨
が
そ
れ
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
土
牽
と
考
へ
る
の
で
あ
る
が
故
に
こ
う
に
マ

Y
ク
ス
の
鰹
掛
生
活
の
理

想
が
見
ら
れ
る
。
印
ち
今
や
枇
合
同
的
歴
史
的
な
存
在
の
構
造
を
白
畳
し
た
人
聞
は
こ
れ
ま
で
の
如
〈
桓
済
的
生
産



生
活
に
他
律
的
盲
目
的
に
支
配
さ
れ
忍
こ
と
を
止
め
て
自
覚
的
意
識
的
に
こ
れ
を
規
制
支
配
す
る
も
の
左
し
て
こ

、
.
、
.
、
.
、
.

h

に
経
梼
生
活
の
自
由
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
物
的
債
値
た
る
輝
滞
債
値
の
生
産
生
活
を
本
質
上
規
制
さ

る
べ
き
色
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
極
め
て
秀
れ
た
る
見
解
で
あ
る
が
、
而
も
こ
の
規
制
の
主
瞳
を
「
枇
合
化
さ

れ
た
る
人
間
」
又
は
「
聯
帯
せ
る
生
産
者
達
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
、

7

Y
ク
ス
の
吐
曾
主
義
的
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

次
に
真
の
人
間
生
活
に
つ
い
て
、
日
く
「
此
合
理
化
さ
れ
た
る
必
然
の
領
域
の
彼
岸
に
そ
れ
白
身
目
的
と
し
て
の

人
間
的
能
力
の
焚
展
印
ち
一
真
の
自
由
の
岡
色
町

5
2叩円

}

H

一月『巾

円
四
回
枠
内
口
言
、

-nrm一
己
口
周
E

〔
}
一
巾
宮
口

γ

と

ωω
巳
σn岬
N
雪
印
円

r

q
F
W
L
S
J
g
r
R
H山町一円一回仏
2
p
n
一
一
見
一
円
が
は
じ
ま
る
、
然
し
そ
れ
は
そ
の
士
査
と
し
て
の
か
の
必
然
の
岡
の
土
日

キ
亡
、
J
A
F
J
4
i
、E
3
こ
L
l
H柘
3
)
つ
一
内
7
2
0

4
0
0
円

υ
Z
1
f
日

f

L

〈

λ
川

J
1
f
「

υ
1
J

措
働
ほ
の
短
縮
炉
ぞ
の
根
本
雌
件
f

f

u

の
お
よ
か
く
の
如
〈
人
類
の

真
の
人
間
生
活
は
合
理
化
3
れ
た
る
麗
静
生
活
の
上
に
於
て
の
み
貰
現
き
れ
る
と
考
へ
ら
れ
た
こ
と
は
、
経
漕
と

人
生
と
の
闘
係
に
つ
い
て
の
極
め
て
趨
切
な
る
考
察
で
あ
っ
て
、

こ
の
鈷
に
於
て

?
Y
グ
ス
は
カ
ン
ト
を
中
心
と

す
る
濁
逸
理
想
主
義
哲
島
?
を
髄
承
し
こ
れ
に
そ
の
賃
現
の
経
済
的
基
礎
を
輿
へ
た
も
の
で
あ
る
と
一
五
ふ
こ
と
が
出

京
都
る
。
こ
の
「
自
由
の
闘
」
の
考
へ
も
カ
ン
ト
の
「
目
的
の
王
国
」
に
そ
の
も
賀
現
の
経
梼
的
地
盤
を
典
へ
た
色
の
と
考

へ
る
こ
と
が
出
来
る
。

か
く
て
唯
物
史
観
に
立
て
る

?
y
ク
ス
の
会
思
想
睡
系
は
こ
の
「
自
由
の
園
」
の
賃
現
b
z
究

極
的
に
意
闘
す
る
も
の
と
し
て
理
想
主
義
的
人
道
主
義
的
熱
情
を
以
て
貫
か
れ
て
居
る
こ
と
を
見
る
の
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
丸
一
か
人
間
生
活
よ
り
蛭
神
的
生
産
階
級
を
奴
隷
と
し
て
除
去
せ
し
台
代
的
制
限
色
、

レ
ス
自
ら
が
「
若
し
導
く
手
な
〈
し
て
捜
が
織
り
捷
が
立
琴
を
弾
〈
と
せ
ば
親
方
は
僕
牌
を
要
し
な
い
で
も
あ
ろ

ア
9
ス
ト
テ

新
国
民
主
義
の
立
場

第
四
十
三
谷

六
六
五

第
五
披

四
:fu 
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新
岡
民
主
義
の
立
場

第
四
十
三
巻

」、A

、-、

J

ノ
J

ノ
」
ノ

第
五
銑

ヨi
O 

う
し
主
人
は
奴
隷
を
要
し
な
い
で
も
あ
ろ
う
」
と
述
ぺ
し
思
想
念
徹
底
せ
し

7

Y
ク
ス
に
よ
っ
て
、
近
世
に
於
け

る
生
産
力
の
進
歩
の
土
牽
の
上
に
解
消
3
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

市民に
7

u

y

ク
ス
は
こ
の
理
想
社
舎
の
宜
現
の
過
程
を
史
的
援
展
的
に
考
察
し
て
居
る
c

印
ち
「
極
〈
大
づ
か
み

こ
+
品
、

l
t
 ア
ジ
ア
拘
D
、
古
℃
「
ギ
ソ
~γ

ヤ、

柏

阿

じ

-
t
t
1
r

1
r
」
ん
リ
〕
、

J
住
-
q
f
J
、
王
一
に

E
L・4
n
t
h
J
1
/
、
ト
ヒ

E
〉

L
L
7
2

L

，H

U

主
主
白
〆
U

Y

D

乙
刊
百
世
寸
H
E
白

U

E

三一

F
u
t
L
す
で
刀

経
糟
的
世
命
日
構
成
の
准
歩
し
来
つ
に
段
階
崎
時
期
と
〕
て
日

Y
3
れ
件
る
o

市
岡
山
的
倒
産
講
閥
係
は
、
枇
命
日
的
生

i
i
l
i
t
-
L
)
〔

I
l
i
-
-
'
j
3

A

奇
当
面
主
引

7
一
信
事
¢

Z
7
-刻
印
ψ
恥

b
d
n
l
E
手
仁
社
山

7
L
J
f
J
えて

J
3
守

A
l
r
L
I
t
-
r
k

恥い、』一日
Jvt
斗

j
f
J
-
u
j
t

cmω
巾

-rnrmH『[は、

-
3
れ
H
M
R
ハ
殺
刷
入
信
同

σν』
町

出

丸

山

花

ぞ

2
m
Z
2
5
5
口

江

口

5MMEM-日
ロ
古
川

こ
の
枇
命
日
構
成
を
以
て
終
を
告
げ
る
。
」
し
し
述
べ
て
居
る
が
、

か
〈
て
現
代
の
市
民
世
舎
の
襲
草

と
共
に
人
類
枇
舎
の
段
階
に
進
み
入
る
こ
と
、
な
る
の
で
あ
っ
て
こ
の
人
類
枇
合
が
郎
ち
前
述
せ
し
「
自
由
の
岡
」

で
あ

J

る。

ア
リ
ス
ト
ア
レ
丸
山
か
理
想
枇
舎
の
・
宜
現
を
婆
術
家
が
婆
術
品
を
創
造
す
る
が
如
く
に
考
へ
た
の
と
は
異

な
う
で
か
く
の
如
〈
歴
史
後
展
的
に
考
察
し
た
こ
と
は
マ
庁
ク
ス
に
於
げ
る
進
歩
で
反
る
c

而
も
彼
が
今
日
の
枇

舎
に
至
る
ま
で
の
後
展
の
順
序
と
し
て
こ
h

に
奉
げ

L
と
こ
ろ
は
へ

l
グ

Y
が
ぞ
の
暦
史
哲
撃
の
本
論
に
述
べ
し

と
こ
ろ
に
基
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

へ
1
ゲ

Y
が
園
家
成
立
以
前
を
前
史
と
し
た
に
劃
し
、
現
段
階
を
も
含
め

て
資
本
主
義
世
命
日
止
揚
以
前
を
人
類
枇
舎
の
前
史
と
し
次
に
来
る
べ
き
段
階
を
1

人
類
祉
命
日
」
の
時
代
と
把
握
せ
し

と
こ
ろ
に
、
祉
命
日
主
義
者
と
し
て
の
彼
の
立
場
が
現
れ
て
居
る
。

要
す
る
に

7
Y
ク
ス
の
理
想
吐
曾
論
は
経
済
と
人
生
と
の
具
瞳
的
統
一
に
於
て
、
経
情
的
生
産
階
級
の
向
上
に

於
て
、
理
想
枇
合
同
賞
現
の
史
的
後
展
的
考
察
に
於
て
、
形
相
因
の
考
・
禁
に
つ
き
多
〈
の
貢
献
を
な
し
た
の
で
あ
る
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
、
而
も
そ
こ
に
は
諸
種
の
社
合
主
義
的
限
界
が
見
ら
れ
る
。
却
ち
前
越
せ
し
如
〈
集
合
祉
合
的
な
有
h
ノ
方
を
以

.

.

.

.

.

.

.
 、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ゃ
ん
昨
mu
本
質
的
な
有
り
方
と
す
る
枇
合
同
主
義
者
と
し
て
の
マ

Y
ク
ス
は
宜
践
の
形
相
凶
即
ち
理
想
祉
舎
に
つ
い

て
も
、
こ
の
枇
合
的
な
有
り
方
を
徹
底
し
て
考
へ
て
居
る
。
枇
命
日
主
義
者
に
と
つ
で
は
岡
家
は
枇
舎
の
小
数
な
る

支
配
者
が
多
数
な
る
被
支
配
者
を
支
配
す
る
道
具
で
あ
る
と
し
て
世
合
的
に
還
元
し
て
考
へ
色
れ
る
が
故
に
、
問

家
な
き
一
枇
舎
と
し
て
の
人
類
の
寓
民
枇
舎
が
理
想
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
は
官
然
で
あ
る
。
か
く
て
ま
だ
こ
の
一
枇

ん

wu

に
於
り
る
支
肌
者
は
「
聯
帯
せ
る
生
産
者
詮
」
と
な
る
の

、.、，

一
品
、
楽
材
閥
、
火
に
ご
の
理
想
枇
合
が
と
れ
に
於
て
克
明
3
る
〈
h
p
素
材
悶
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

d
i
o
u
H院

Fh明

L
E昨
詰

T
J
t
U
島
丸
一
、

t
h
T
L
，
F
T
J
U
U
P
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I
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¥
7
2平
t
z・
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J
U
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l
d
i
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z
L
J
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J
t
j
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一

F
t
i
J
f
t
t
、
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J

l

ノ

7

M

Y

グ
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-
¥
ノ
刷
/
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4
E
U
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山

n
r
p
b
版
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事
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〕

Eσ
冗
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力
事
4
U
J
q
f
t
z
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様
に
な
る
ま
で
総
て
の
生
産
力
が
殺
属
し
て
か
ら
で
な
〈
て
は
、
決
し
て
設
落
せ
や
、
ま
た
新
な
よ
り
高
き
生
産

関
係
は
、
そ
の
物
質
的
な
生
産
諸
健
件
が
奮
枇
舎
の
母
胎
内
で
苧
ま
れ
了
る
ま
で
は
、
決
し
て
従
来
の
も
の
に
取

っ
て
代
り
は
し
な
い
。
か
く
て
人
聞
は
常
に
自
ら
解
決
し
得
る
問
題
を
の
み
問
題
と
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
よ
〈

正
確
に
こ
れ
を
観
察
す
る
な
ら
ば
、
問
題
そ
れ
自
身
は
常
に
、
そ
の
解
決
の
物
的
諸
焼
件
一
か
す
で
に
存
在
し
て
居

る
か
あ
る
い
は
少
〈
と
・
も
そ
の
生
成
の
過
躍
に
あ
る
か
の
場
合
に
の
み
、

初
め
て
殺
生
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。
」
と
一
般
的
に
述
べ
、
夏
に
現
代
の
市
民
一
位
舎
の
止
揚
に
つ
い
て
「
市
民
的
生
産
諸
閥
係
は
、
一
枇
命
目
的
生
産
過

躍
の
最
後
の
融
封
的
形
態
で
あ
る
。
:
市
民
世
舎
の
母
胎
内
に
竣
展
し
つ
冶
あ
る
生
産
力
は
、
同
時
に
こ
の
融
劃

の
解
決
の
矯
め
の
物
的
諸
保
伴
を
作
る
。
さ
れ
ば
人
類
祉
舎
の
前
史
は
、
こ
の
枇
合
構
成
を
も
っ
て
粧
を
合
げ
る
」

新
岡
民
主
義
O

立
場

第
四
十
三
巻

第
五
競

五

六
六
七
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新
凶
民
主
義
の
立
場

第
四
十
三
谷

六
六
八

第
五
競

主

と
述
べ
て
居
る
。

7
Y
ク
ス
は
こ
〉
に
枇
ム
何
回
的
な
生
産
力
と
生
産
嗣
係
と
の
聞
に
こ
の
緯
誼
法
的
努
展
的
関
係
を
認
め
、
理
想
社

合
賀
現
の
魚
め
の
物
的
素
材
の
意
義
を
・
史
観
後
展
的
に
明
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
正
に
ア

y
ス
ト
テ
レ
ス

の
素
材
国
論
eT
梢
ム
'
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
一
品
。

而
も
こ
の
マ
w
y

タ
月
の
素
材
論
に
於
て
色
ま
た
一
祉
曾
主
義
者
と
し

て
の
自
h
r

ら
な
る
制
限
J
P
Jの
る
。
印
ち
ア
ー
ス
ト
ア
レ
ス
が
喰
ん
じ
た
1
L
ご
ろ
の
岡
氏
的
存
在
の
北
川
的
素
材
で

あ
る
岡

t
対
仁
人
口
は
.
国
民
社
ん
判
M
K
坪
犯
と
す
る
と
こ
ろ

ω
r山

Y

ク
ス
に
と
っ
て
は
乙
h

に
考
庶
お
れ
て
目
的
な

い
の
で
あ
る
。

目
、
動
力
図

、.‘、、.

次
に
こ
の
理
想
枇
舎
が
そ
れ
に
よ
っ
て
寅
現
さ
る
べ
き
と
こ
ろ
の
動
力
回
に
つ
・
い
て
、
考
察
し

ょ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
青
年
マ

Y
ク
ス
に
於
て
特
に
明
断
な
る
考
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
も
マ

Y
ク

ス
は
枇
合
主
義
者
と
し
て
こ
の
動
力
因
を
吐
舎
の
階
級
的
分
裂
の
構
造
の
中
に
於
て
見
た
o

先
づ
資
本
主
義
一
枇
命
日

は
資
本
家
階
級
が
支
配
者
た
る
枇
曾
で
あ
一
る
が
故
に
こ
の
枇
舎
を
費
草
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
こ
の
資
本
家
階
級

を
止
揚
す
る
こ
と
に
摘
心
の
闘
心
を
有
す
る
一
群
の
人
今
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
ら
れ
た
。
マ

Y
ク
ス
-
ぽ

か
冶
る
一
群
の
人
タ
ゲ
}
順
次
に
検
討
し
て
こ
れ
を
見
出
さ
ん
と
し
た
。
卸
ち
↓
ι炉
内
山
か
骨
骨
骨
一

rr一
砂
は
何
庭
に

存
し
て
居
る
か
」
と
云
ふ
こ
と
営
問
題
と
し
「
答
は
次
の
如
〈
で
あ
る
0

・
自
ら
を
祉
舎
の
一
切
の
領
域
よ
り
解
放

す
る
左
共
に
枇
舎
の
爾
紘
一
切
の
領
域
を
も
解
放
し
て
や
ら
や
に
は
自
ら
を
解
放
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
様
な
、

そ
れ
を
一
言
に
し
て
云
へ
ば
人
間
の
完
全
な
夷
失
で
あ
h
、
従
っ
て
唯
古
人
間
の
完
全
な
取
戻
に
よ
っ
て
の
み
白



分
自
身
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
様
な
一
領
域
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

h
r

〈
の
如
き
枇
合
同
の
解
消
e

伊
二
の
特

別
の
身
分
と
な
す
も
の
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
あ
る
。
」

而
も
此
プ
ロ
レ
タ
リ
ノ
ア

I
ト
を
か
〉
る
領
域
に
作
り
上
げ
る
が
魚
め
に
は
理
論
を
興
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ

を
自
費
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
ら
れ
た
。
卸
ち
「
物
質
的
強
力
は
物
質
的
強
力
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
併
し
乍
ら
理
論
も
亦
、
ぞ
れ
が
大
衆
を
把
握
す
る
や
否
や
物
質
的
強
力
と
な
る
」

「
哲
墜
が
プ
ロ
レ

タ
y
ア
!
ト
の
中
に
そ
の
物
質
的
武
器
を
見
出
す
と
生
干
し
〈
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ノ
ア
!
ト
は
哲
患
の
中
ド
彼
の
精
神
崎

武
器
密
見
出
す
」

「
此
解
放
の
副
鵬
は
哲
皐
で
あ
り
其
心
臓
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
あ
る

G

か
く
て

哲
墜
は
プ

ロ
ド
ダ
リ
ア

l
ト
の
止
拍
な
く
し
て
は
抗
間
引
か
れ
ゐ
ニ
ー
円
以
出
来
な
い
し
.

プ
ロ
レ
タ
ゾ
ア
!
ト
士
何
事
乃

h
Y
H

一

一

-

(

二

j
…

t
d
一

3

な
く
し
て
は
自
ら
を
止
揚
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
己
と
地
ぺ
て
居
る
。
克
に
彼
は
こ
の
こ
'
と
を
人
類
枇
命
日
的
に
徹

底
せ
し
め
て
、
無
産
者
に
は
組
闘
な
し
、
前
向
岡
の
州
労
働
者
よ
国
結
せ
よ
、
と
し
て
居
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
そ
の
政
治
問
中
の
革
命
論
に
於
て
は
政
治
的
革
命
の
稜
々
な
る
俳
誌
を
考
察
し
で
知
名
が
、

そ
の
理
想
融
合
同
賞
現
論
に
於
て
は
根
源
的
動
力
回
と
し
て
の
教
育
の
み
や
』
考
察
し
た
。
然
る
に
マ

Y

ク
ス
は
、

う
に
披
歴
迫
階
級
と
哲
同
年
左
の
統
一
に
於
て
直
接
的
現
貫
的
な
動
力
悶
を
明
に
せ
ん
と
し
て
居
る
。
卸
ち
へ
!
グ

M
Y

の
園
家
の
「
タ
」
の
段
階
に
於
け
る
哲
皐
者
が
そ
の
市
民
枇
舎
の
特
殊
的
原
理
の
矛
盾
と
し
て
見
ら
れ
た
る
有
産

者
階
級
と
「
野
働
に
結
ば
れ
た
る
階
級
L
と
し
て
の
階
級
劃
立
に
結
ば
れ
て
こ
h

に
マ

Y
ク
ス
に
於
て
無
産
者
を
白

貸
す
べ
き
と
こ
ろ
の
襲
革
哲
撃
者
左
し
て
現
れ
た
。
こ
の
哲
墜
者
の
考
は
青
年
マ

Y
ク
ス
に
於
て
特
に
鮪
著
で
あ

新
幽
民
主
義
の
立
場

第
四
十
三
巻

六
六
九

第
五
披

五

? 

'-
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新
刷
用
品
主
義
の
立
場

第
四
十
三
を

五
I!'I 

六
七

O

第
五
競

る
が
、
後
年
の
マ

Y
グ
九
に
至
り
彼
の
経
済
墜
の
研
究
に
於
て
市
民
一
世
舎
の
構
造
が
唯
物
静
謹
法
的
接
展
に
於

τ

精
細
に
分
析
さ
れ
「
纂
奪
者
が
纂
奪
さ
れ
る
」
に
至
る
ま
で
の
後
展
的
構
造
が
自
然
必
然
的
な
る
も
の
と
し
て
把

握
さ
れ
る
に
つ
れ
、
こ
の
哲
準
者
の
宜
践
的
動
力
困
と
し
て
の
意
義
は
低
下
す
る
結
呆
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
後
年

7

Y
ク
ス
の
唯
物
史
観
的
立
場
の
徹
底
の
営
然
な
る
結
果
で
あ
る
と
一
五
は

ρ
ぽ
な
ら
な
い
c

ま
ん
一
彼
が
こ
の
粧
台

ひ
唆
毘
向
日
ゆ
力
t

と
し
て
刀
皆
川
臥
別
立
佐
川
叫
弐
乱
れ
ん
同
日
よ

h
逸
抗
せ
し
め
一
日
L

、

9
4
t
j
i

引

(

I

i

1

J

l

J

J

u

-

-

無
産
配
合
の
尚
氏
一
枇
命
日
的
附
砕
い
求
め
し

こ
と
も
彼
の
枇
命
日
主
義
的
限
界
が
あ
る
。

以
上
に
於
て
へ

1
ゲ

Y
が
紳
の
宜
践
の
立
場
に
於
て
考
へ
た
る
賞
肢
の
諸
要
因
は
、

マ
戸
ク
ス
に
於
て
人
聞
の

宜
践
の
立
場
に
於
て
明
に
さ
れ
亡
。
故
に
次
に
へ

l
グ

Y
が
そ
の
賞
践
の
諸
要
因
に
よ
っ
て
後
展
し
行
〈
歴
史
の

構
造
を
明
に
し
た
が
如
く
以
上
明
に
さ
れ
た
る
7

Y

ク
ス
に
於
げ
る
寅
践
の
四
要
因
の
統
一
に
よ
っ
て

7

Y

ク
ス

に
於
け
る
歴
史
の
後
展
的
構
造
が
明
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
事
責
彼
の
歴
史
離
の
方
式
其
他
に
於
て
は

以
上
明
に
さ
れ
た
る
諸
要
因
が
歴
史
的
臨
時
展
的
な
統
一
に
青
ら
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
c

而
も
こ
〉
に
注
意
す
べ

、

、

.

、

、

、

、

.

き
こ
と
は
こ
の
歴
史
観
が
青
年
7

Y
ク
ス
に
於
て
は
賞
践
的
で
あ
る
か
後
年
マ

Y
ク
ス
に
至
つ
て
は
必
然
的
と
な

h
ノ
行
け
る
こ
と
で
あ
る
。
卸
ち
青
年
マ
戸
ク
ス
に
於
て
も
「
凡
て
従
来

ω世
舎
の
歴
史
は
階
級
闘
争
の
鰹
史
で
あ

る
」
の
で
あ
る
が
而
も
「
そ
の
闘
争
は
い
つ
も
枇
舎
の
革
命
的
種
革
ぞ
以
て
か
叉
は
闘
争
階
級
の
共
倒
れ
を
以
て
絡

っ
た
」
と
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
当
に
は
歴
史
の
殺
展
は
自
然
必
然
的
な
も
の
で
な

t
襲
革
が
成
る
か
叉

は
成
ら
な
い
か
の
全
〈
反
劃
向
方
の
寅
現
の
可
能
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
決
す
る
も
の
と
し
て
人
間
の
貫
践
に
十
分
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な
る
絵
地
が
血
(
へ
ら
れ
て
居
る
。
然
る
に
後
年
の
マ

Y
ク
ス
は
費
本
論
第
一
版
の
序
文
に
於
て
次
の
如
〈
に
遮
ベ

「
資
本
家
的
生
産
の
諸
の
自
然
法
則
か
p
h

殺
生
す
る
祉
命
日
的
諸
制
立
の
稜
展
程
度
の
如
何
は
、
そ
れ
白

、
、
、
、
、
、
、
、

身
と
し
て
は
こ
〉
で
は
問
題
で
な
い
。
ヲ
」
旨
で
の
問
題
は
、
こ
れ
等
の
法
則
自
躍
で
あ
り
、
錨
の
如
き
必
然
性
を

、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、

-
色
っ
て
作
用
し
白
己
を
貫
徹
す
る
こ
れ
等
の
諸
傾
向
で
あ
る
。
産
業
の
比
較
的
殺
達
し
た
聞
は
殺
遠
の
後
れ
た
聞

に
卦
し
て
、
か
冶
る
闘
自
身
の
脈
富
市
の
姿
を
示
め
す
に
す
ぎ
な
い
」
ま
た
日
〈
「
一
岡
氏
は
他
聞
民
か
ら
皐
ば
ね

て
居
る
。

ば
な
ら
ぬ
し
ま
た
皐
び
得
る
。
に
と
ひ
一
つ
の
枇
合
同
は
そ
の
運
動
の
自
然
法
則
の
足
跡
タ
一
酷
味
見
し
た
と
し
て
も
|

そ
し
て
い
油
代
枇
ん
げ
の
純
神
的
江
助
法
則
ヤ
喋
蕗
す
る
こ
l
l
一
は
こ
の
著
作
の
究
極
目
的
ず
め
る
J
V
i
l
スイ

J
枇
作

、E
t
b
h
h
d
-
M
書
式
占
志

t
z
L乙

ιョ，
K
E
J
九

二

E

/

・

』

ヘ

・

-

}

』

』

〉

t
為
ー
が
ふ

L
b九
1

h
i
b
r自
7
，
手
島
斗
向
日
恥
院
を
一
升
仁

1
ザ

(

1

J
，
J

，、

J

f
日
付
7巴

f
k
l

立
t
A
E
l
f
-
L
~
h
H
ρ
一
ヘ
ト
:
」

:
h
H
K

-

J

l

』

、

"

み

県

内

1

d

w

u

v

l

l

は
し
な
い
。

だ
が
そ
の
枇
曾
は
生
み
の
苦
し
み
ゃ
}
一
知
く
し
且
つ
和
ら
げ
る
こ
と
は
出
来
る
」

E
述
べ
て
居
る
。

〈
の
如
〈
枇
舎
の
殺
展
法
則
を
錨
の
如
き
必
然
性
を
も
っ
て
作
用
し
自
己
を
貫
徹
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
め
る
と

考
へ
る
に
至
れ
ば
、
そ
の
史
観
は
必
然
史
観
と
な
り
来
り
へ

l
グ
Y
に
於
け
る
と
同
様
に
人
間
的
・
宜
践
を
容
れ
な

い
と
こ
ろ
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
乙
れ
前
越
せ
し
が
如

t
、
現
賞
在
の
分
析
を
こ
れ
が
種
革
の
僑
め
の
賞
践

、
、
、

的
認
識
の
基
礎
と
し
て
重
ん
じ
寅
践
の
四
要
因
の
可
能
性
を
こ
の
宜
在
認
識
の
中
に
見
ん
と
せ
し
彼
は
、

へ
!
ゲ

M
F

の
棒
謹
法
を
逆
立
ち
せ
し
む
る
こ
と
に
上
り
市
民
世
舎
の
分
析
を
進
め
る
に
従
っ
て
現
寅
在
に
於
け
4
0
生
産
力

左
生
産
閥
係
と
の
排
謹
法
的
援
展
の
中
に
そ
の
種
草
の
必
然
性
を
見
る
に
至
っ
た
炉
放
で
あ
る
。
只
だ
後
年
マ
戸

ク
ス
に
至
つ
で
も
、

へ
l
グ

Y

に
於
け
る
が
如
〈
人
間
的
責
践
を
全
〈
は
排
除
せ
や
し
て
僅
に
新
な
枇
舎
の
「
生

務
闘
民
主
義
自
立
場

主王

主干ー

拍
車
山
十
三
巻

六
七

第
五
娩

カ3
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新
聞
民
主
義
の
主
場

第
四
十
三
巻

六
七

第
瓦
掠

五
六

み
の
苦
し
み
を
矩
か
く
し
且
つ
和
ら
げ
る
こ
と
は
出
来
る
」
鈷
に
於
て
認
容
し
て
ゐ
る
。
而
も
照
史
の
稜
展
方
向

白
身
は
必
然
的
に
定
ま
っ
て
ほ
泊
る
の
で
あ
る
。
故
に
賃
践
の
四
要
因
に
つ
い
て
も
前
述
せ
し
と
こ
ろ
に
於
て
明
に

見
ら
れ
る
が
如
〈
、
後
年
7
u
y

ク
ス
に
於
け
る
思
想
は
向
然
必
然
の
色
調
を
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
〈
て
賞
践
の
凹
安
岡
h
y」
史
的
後
展
的
に
統
一
し
、
以
一
て
そ
の
上
に
現
貨
の
宜
践
を
基
礎
づ
け
る
べ
き
賞
践
史

間
な
る
も
の
は
、
唯
心
的
必
然
史
観
で
も
あ

h
得
な
い
ム
」
共
に
唯
物
的
必
然
史
観
で
も
あ
り
伴
な
い
の

T
あ
っ

「
旬
、

1
1
土
-
ら
日
刊
号
戸
仁
日
ι
2
9
5
L
一
:
う
り
'
)
り
戸
一
よ
十
ノ
し
ま
よ
、
コ
工
、

c
H
M
r

フ
、

M

J

ふ
H

P

H

K

/

し

E
M
I
-
-
イ
J
t
l
J

ヰ
J

v

J

{

l

、
J

f

L

{

f

L

V

4

4

Y

U

A

N

V

U
寸
i

j

i

↓J
P

U

E

仁

K
H
1
h
J
ト
に
ト
ド
;
;
り
に
え
児

ノ
u
hド
凸
ド
メ
工

/

p

t

4

L

t
ヨ
平
竺

と
の
掛
川
誼
法
的
闘
係
に
立
つ
歴
史
瑚
が
そ
れ
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
岡
氏
の
夜
展
ぞ
岡
民
的
生
命
と
そ
の
岡
氏
的
表
現

と
の
静
誼
法
的
関
係
に
於
て
把
握
す
る
と
こ
ろ
の
闘
民
的
生
命
史
離
で
あ
る
こ
と
、
書
て
述
ぺ
に
が
如
〈
で
及
る

j
o

而
も
こ
れ
を
具
睦
化
せ
八
と
せ
ば
こ
れ
が
要
素
と
し
て
の
宜
践
の
四
聖
凶
を
本
質
的
並
に
現
寅
的
に
明
に
し
な
り

れ
ば
な
ら
な
い
こ
左
嚢
の
場
合
に
於
け
る
と
同
誌
で
あ
る
。
こ
〉
に
は
か
、
る
論
争
-
詳
に
展
開
す
る
絵
地
が
な
い

が
故
に
、
以
上
岡
民
主
義
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
岡
家
主
義
者

~
l
グ
山
戸
、
祉
合
主
義
者

?
y
グ
ス
に
つ
い
て
撃

史
的
に
考
察
し
来
れ
る
と
こ
ろ
を
国
民
主
義
の
立
場
よ
り
統
一
的
に
考
察
し
以
て
現
代
の
悶
民
主
義
に
於
げ
る
賞

践
の
四
要
因
を
具
盟
的
に
明
に
す
る
魚
め
の
土
壷
を
置
く
と
共
に
新
聞
民
主
義
の
賞
践
的
立
場
を
明
す
る
。

七

先
づ
目
的
因
に
つ
い
て
遮
ぺ
ん
に
、
今
日
の
岡
民
主
義
に
於
け
る
目
的
因
を
確
立
せ
ん
に
は
こ
れ
を
以
上
の
撃

史
的
聯
聞
に
於
て
一
五
へ
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
け
る
が
如
〈
そ
こ
に
於
て
は
じ
め
て
人
間
が
人
間
と
な
h
得
る

拙稿、「饗草期の市上曾政策』本誌、第三十五:管第二拡塁注目“1) 



と
こ
ろ
の
凶
民
的
存
釈
の
本
買
を
京
八
十
る
と
こ
ろ
の
立
場
に
根
本
的
に
立
ち
、
こ
れ
を
そ
の
分
化
護
展
左
し
て

の
へ

1
グ

Y
に
於
け
る
剛
氏
闘
家
の
観
念
と
7

戸
ク
ス
に
於
げ
る
人
格
的
生
命
並
に
人
類
的
生
命
の
観
念
。
と
ケ
以

て
具
開
化
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
υ

郎
元
畳
一
の
闘
民
主
義
の
立
場
に
於
て
は
、
内
に
金
成
員
の
人
格
的
生
命
を
責

ん
じ
て
そ
の
臨
時
展
完
成
公
計
h
，
一
以
て
岡
氏
的
生
命
全
瞳
の
具
睦
的
な
毅
展
完
成
を
計
る
と
共
に
こ
の
同
一
原
理
に

立
っ
て
外
に
各
闘
民
の
個
性
的
生
命
を
相
互
に
重
ん
じ
そ
の
相
互
の
殺
展
完
成
に
よ
り
人
類
的
生
命
全
瞳
の
最
も

-、蜘
m
R
h
d
よ
品
主
主
HA--
」

tv
占牛

J
3
〕

σι
ノ'コ
O

I，
凪

E
，日
7
者
三

hH2一
フ
百
点
二
百
占
/
e
u
'
O

》

ir---、コ日
7
u
h
t
t宜
主
八
三
貝
ん
リ
司

t
z
a
h
r
7
う
、
3
0

J

〈

l
E
U
』
下
毛
ヨ
豪

I
ノ
事
自

E
上
、
ヨ
高
市
町
1
d
e

、
、
、

日
ま
で
岡
家
主
議
ー
と
混
同
し
♂
し
岡
民
主
迩
と
去
は
れ
て
来
た
ち
の
涼
柑
己
的
岡
民
把
握
と

b
一
民
法
る
べ
き
も
の
で

こ
れ
に
到
し
今

)

〉

-
1
:
}
f
L
i
z
-
-
r
?
"
1
;
j
;
}
f
l
・

-
i
J
l
:
:三
{

、

/

・

・

3

3J
ぐ
吋
し
琴
引

σν泊
4

・ホ
.
j
#品
川
和
信
k

ド
ド
が
い
し
る
佐
九

σ市
川
~
仁
、
山

σ
r
f
i
q
M
4
日
間
品
川
ヰ
行
仁
ま

τ料
四
日
以
し
に
仁
寸

F
J仙
(

(

か
く
て
「
中
外
に
施
し
て
伴
ら
ぎ
る
」
真
理
で
は
な
い
。
却
も
そ
れ
は
問
者
の
便
宜
に
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て

弱
者
に
は
尖
営
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
形
相
困
と
の
闘
聯
に
於
い
て
一
五
へ
ば
、
国
家
主
義
は
内
に
岡
家
意
志
の
猫
識
を
貸
現
せ
ん
と
し
外
に
白

闘
の
濁
識
的
支
配
を
宜
現
せ
ん
と
す
る
に
針
し
枇
合
主
義
は
園
民
草
位
を
飛
躍
し
て
理
想
的
な
寓
民
世
舎
を
貫
現

ぜ
ん
と
す
る
。
然
る
に
異
の
闘
民
主
義
の
立
場
に
於
て
は
人
知
的
生
命
は
具
瞳
的
に
は
何
等
か
の
園
民
的
生
命
と

し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
人
類
的
生
命
を
愛
す
る
と
一
五
ふ
こ
と
は
具
睡
的
に
は
各
国
民
的
生
命
を
愛
す

る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
各
困
民
的
生
命
を
愛
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
各
闘
民
的
生
命
の
後
展
完
成
を
計
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
矯
め
に
は
各
園
民
的
生
命
の
個
性
を
十
分
に
重
ん
じ
相

E
を
接
展
完
成
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
岡
民
主
義
白
立
場

第
四
十
三
容

六
七

第
五
掠

五
七



新
岡
民
主
義
の
立
場

第
匹
十
三
を

大
七
回

第
五
銑

五
/¥ 

か
く
て
人
類
文
化
は
最
色
墜
富
な
る
殺
展
を
果
げ
、
こ
の
豊
富
な
る
人
類
文
化
の
土
占
領
に
於
て
各
岡
民
文
化
は
愈

ム
ザ
十
分
な
る
後
展
を
果
げ
以
て
人
類
文
化
会
瞳
に
一
一
暦
功
献
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
〉
に
人
類
文
化
左
各
岡
民
文

化
の
聞
に
は
、

一
園
内
に
於
け
る
個
今
人
の
個
性
的
生
命
と
闘
民
の
み
一
樫
的
生
命
と
の
聞
に
於
け
る
が
如
く
、

R(

躍
的
な

即日己
2
Z
2
m印

N
Z
Z
5
2
2
F口
同
意
義
聯
闘
が
貨
現
さ
れ
る
こ
と
〉
な
る
。

こ
の
異
の
岡
民
主
義
の
立
場

に
立
つ
て
の
み
社
合
主
義
的
高
民
主
義
の
立
場
と
共
に
今
日
支
配
的
と
な
り
つ
〉
あ
る
利
己
的
闘
民
主
義
と
し
て

の
岡
山
部
主
義
の
立
場
ゃ
い
十
介
批
判
す
お
こ
止
が
町
家
る
の

JtdJ
る。

こ
の
岡
民
主
義
に
於
け
る
形
相
囚
を
具
膿
的
に
明
に
す
る
こ
と
は
乙
れ
を
同
時
史
的
に
一
五
へ
ば
、

ア
り
ノ
ス
ト
ア
レ

ス
の
家
族
制
側
、
財
産
制
度
親
、
岡
家
制
酬
を
統
一
せ
る
岡
氏
制
慨
を
そ
の
分
化
後
展
'
と
し
て
の
へ

l
グ

Y

の
岡
民
岡
家

観
7
u
y

ク
ス
の
理
想
枇
命
日
観
こ
と
に
そ
れ
に
於
げ
る
人
生
と
経
済
と
の
考
察
を
通
し
て
具
樫
化
す
る
こ
と
で
あ
る

と
共
に
そ
の
宜
現
の
可
能
性
ぞ
現
賞
作
の
介
析
中
に
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
次
に
異
の
岡
民
主
義
の
立
場
に
於
て
か
〉
る
理
想
枇
舎
が
そ
れ
に
於
て
賀
現
ぎ
る
べ
き
素
材
昨
は
こ
れ
を
出
場
史

的
に
考
へ
れ
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
重
ん
じ
た
理
想
的
な
岡
氏
枇
合
の
基
礎
的
素
材
と
し
て
の
岡
士
と
人
口
と
の

考
へ
を
更
に
へ

l
ゲ
u
y

の
岡
氏
闘
家
の
岡
土
並
民
族
の
考
に
よ
り
具
瞳
化
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
稜
展
的
素
材

に
つ
い
て
は
物
的
素
材
に
闘
す
る

7
Y
ク
ス
の
考
が
重
要
で
あ
る
が
、
夏
に
人
的
素
材
に
つ
い
て
は
へ

l
グ

Y
の

思
想
の
中
に
特
に
重
要
な
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
卸
ち
呉
の
岡
民
主
義
の
理
想
祉
舎
は
人
類
相
互
の
人
間
的
理
解

の
上
に
貫
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
人
的
素
材
は
人
類
の
市
民
世
合
段
階
を
通
じ



て
の
み
は
じ
め
て
用
意
さ
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

へ

l
ゲ
U
F

の
次
の
話
は
、
人
類
を
中
世
的
な
排
他
的
偏
見
よ
り

解
放
し
相
互
に
人
聞
と

J

て
の
理
解
に
も
三
ら
す
と
こ
ろ
の
市
民
枇
舎
の
働
を
知
る
の
に
と
っ
て
特
に
有
意
義
で

あ
る
日
〈
「
司
ぐ
れ
に
於
て
総
て
の
人
が
同
様
で
め
る
と
こ
ろ
の
普
遍
的
な
人
と
し
て
孜
が
把
握
き
れ
る
と
云
ふ
こ

と
は
、
数
養
郎
ち
4
4

日
一
過
性
の
形
式
に
於
げ
る
個
や
人
の
意
識
と
し
て
の
思
惟
に
属
す
る
。
人
聞
が
か
く
普
遍
的
な

人
と
見
倣
さ
れ
る
の
は
、
彼
い
か
人
間
な
る
が
放
で
あ
っ
て
、
猶
太
人
、
奮
教
徒
、
新
教
徒
、
濁
逸
人
、
伊
太
利
人

等
で
め
る
が
故
で
は
な
い
こ
の
立
識
は
・
無
限
に
重
要
で
あ
る
。

止
口
ノ

'
E
1
3
笥
E
F
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し
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主
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且
旦
hv
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司
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に
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郎
九
市
民
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H
O
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の
土
主
と
し
て
の
人
的
要
素
で
あ
る
。
然
ら
十
し
で
か
う
る
人
b
が
寓
民
的
存
在
に
の
み
固
着
し
岡
家
生
活
と
封

立
す
る
に
至
れ
ば
、
ぞ
れ
が
正
に
高
民
主
義
で
あ
っ
て
枇
舎
主
義
者
の
理
想
と
す
る
寓
民
枇
舎
の
人
的
要
素
で
あ

r

る
。
こ
れ
に
反
し
か
冶
る
人
冷
が
そ
の
反
動
と
し
て
自
己
の
閏
家
生
活
に
の
み
固
着
し
て
人
類
的
存
在
に
劃
立
す

る
時
そ
れ
は
中
世
的
反
動
的
な
る
困
家
上
主
義
者
の
人
的
要
素
と
な
る
。
事
寛
こ
れ
等
相
異
な
る
人
的
素
材
が
今
日

こ
れ
等
相
異
な
る
立
場
の
人
的
地
盤
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

次
に
物
的
素
材
に
つ
い
て
考
へ
ん
に
異
の
人
類
生
活
の
根
抵
に
は
そ
の
物
質
的
土
壷
と
し
て
の
人
類
の
極
構
生

市
が
な
〈
で
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
異
の
文
化
生
活
の
矯
め
に
必
要
な
る
経
済
的
財
貨
を
調
達
す
る
生
活
で

あ
る
。
而
し
て
ア

9
ス
ト
-
プ
レ
ス
が
其
の
人
間
生
活
の
矯
め
の
経
済
的
必
要
は
無
限
な
る
も
の
で
は
な
い
と
越
ぺ

新
岡
民
主
義
の
立
場

第
四
十
=
一
巻

六
七
五

S
E
E
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新
岡
民
主
義
の
立
場

第
四
十
三
谷

六
七
六

第
五
競

六
O

て
居
る
こ
と
は
人
類
生
活
全
躍
に
於
て
も
妥
賞
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
今
日
重
要
な
経
梼
的
問
題
と
な
れ
る
自

然
寓
源
に
つ
い
て
も
、
各
岡
民
自
然
の
生
産
物
を
闘
民
の
意
識
に
基
い
て
相
互
に
交
換
し
か
く
て
人
類
自
然
の
「
閥

、
、
、
、
、

民
有
人
類
用
」
の
立
場
に
徹
す
る
な
ら
ば
、
他
国
の
有
す
る
園
民
的
自
然
を
使
し
合
ふ
こ
と
な
く
し
て
各
闘
民
は
そ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
人
間
生
活
に
必
要
な
る
極
構
財
を
十
分
に
調
達
し
得
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
人
類
祉
舎
の
唄
肢
に
於
て
は
こ
の
「
生
活
の
潟
め
の
極
構
」
か
「
戦
争
の
品
川
め
の
粧
梼
し
に
よ
り
犠
牲
と

3

れ
つ
〉
め
る
。
削
叩
ら
件
凶
民
の
他
〈
な
手
続
情
的
地
求
は
粘
神
的
立
化
依
航
の
枇
A
W
い
れ
於
刊
る
魁
求
と
剛
畳
一
な
り
物

的
有
限
的
債
値
の
枇
曾
に
於
け
る
競
争
な
る
故
に
相
互
ぞ
衝
突
せ
し
め
戦
雫
の
危
険
に
託
け
こ
の

寸
h

品、子、ノ・戸
K
V

〕

一
剛
町
一
目
耳
ヲ
パ
ν
F
I耐
y
h
u一

の
粧
掛
」
の
見
地
よ
り
各
闘
民
こ
主
に
後
進
闘
は
自
然
富
源
の
占
有
を
増
大
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
こ
の
自
然

山
山
同
源
の
占
有
の
矯
め
に
夏
に
戦
争
を
必
要
と
す
る
。

か
く
て
「
生
活
の
品
川
め
の
経
済
」
な
る
正
し
き
軌
道
を
一
度
治

脆
せ
し
現
代
人
類
枇
命
日
は
「
経
済
の
符
め
の
戦
争
」
と
「
戦
府
ず
の
魚
め
の
粧
掛
」
L
，
の
止
か
な
き
感
無
限
の
一
循
環
の
中

に
投
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

こ
の
根
本
的
矛
盾
の
立
場
よ
り
脱
却
し
如
何
ぎ
る
以
上
人
類
祉
舎
に
於
け
る
経
梼
的
生

産
力
の
進
歩
も
戦
争
の
惨
激
と
人
類
の
自
滅
に
資
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
印
ち
蛭
神
的
生
産
力
の
走
歩
は
訴
と
も
な

、、

h
刊
市
t

と
も
な
お
の
で
あ
っ
て
こ
れ
ぞ
刷
使
す
る
立
場
が
利
己
的
岡
民
主
義
な
る
時
人
類
却
と
な
ら
Y
る
ぞ
待
な
い

ωで
あ
っ
て
異
の
闘
民
主
義
郎
ち
人
道
的
闘
民
主
義
な
る
時
は
じ
め
て
そ
れ
は
人
類
善
と
な
る
。

最
後
に
今
日
の
闘
民
主
義
の
立
場
に
於
け
る
動
力
因
の
確
立
に
つ
い
て
も
以
上
の
皐
史
的
考
察
の
上
に
立
つ
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
卸
ち
ア
リ
ノ
ス
ト

4

プ
レ
ス
に
於
て
は
、
そ
の
革
命
論
に
於
げ
る
一
般
的
考
察
の
外
に
は
理
想
世



舎
の
貨
現
論
に
於
て
は
特
に
根
原
的
な
る
も
の
と
し
て
の
理
想
的
な
闘
民
教
育
を
吉
一
ん
じ
で
あ
る
が
、

へ

I
グ

y

並
に
マ

Y
ク
ス
に
於
て
は
直
接
的
な
動
力
国
一
か
明
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
へ

l
グ
Y
に
於
け
る
究
極
の
動
力
因

は
神
で
め
る
が
こ
の
神
が
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
「
計
童
」
を
世
界
史
の
場
面
に
貫
現
す
る
と
こ
ろ
の
動
力
固
と
し

て
特
に
重
ん
む
た
志
の
は
岡
家
意
志
の
負
権
者
と
し
て
の
「
英
雄
」
又
は
「
世
界
史
的
人
間
し
で
あ
っ
た
。
他
の
総
て

の
人
ム
ザ
は
こ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
内
面
性
を
白
質
せ
し
め
ら
れ
抗
し
難
き
力
を
戚
じ
て
彼
等
の
心
の
案
内
者
に
従

7

Y
グ
ス
に
於
て
は
、
こ
の
動
力
困
が
現
'
貨
の
資
本
主
義
枇
舎
建
前
十
に
つ
い
て
現
質
的

ふ
-
色
の
と
考
へ
ら
れ
た
。

に
考
察
さ
れ
た
。
先
づ
ぞ
の
土
日
常
を
な
す
も
の
は
被
脱
退
階
級
と
し
て
の
工
場
附
労
働
者
で
あ
り
こ
れ
が
哲
撃
者
に

よ
っ
て
階
級
的
じ
白
川
1
3
れ
な
け
れ
ば
な
ん
な
人
い

lι
時
へ
ら
れ
た
の
℃
あ
る
ο

却
ふ
り
'
}
¥
引
に
効
力
問
に
閲
す
る
へ

ー
ゲ
町
げ
に
於
げ
る
岡
家
主
義
的
考
察
が
マ

Y

ク
ス
に
於
て
枇
合
主
義
的
に
轄
化
3
せ
ら
れ
た
の
で
あ
石
。
要
す
る

に
岡
家
主
義
者
へ

l
グ
戸
に
於
て
は
岡
家
の
働
き
が
、
一
枇
命
閏
主
義
者
7

Y
ク
ス
に
於
て
は
一
耽
合
の
働
き
が
、
動
力

因
に
つ
い
て
特
に
分
析
解
明
き
れ
た
の
で
あ
る
。
真
の
岡
民
主
義
の
立
場
に
於
て
は
こ
の
岡
家
の
.
面
と
枇
舎
の
面

と
が
本
質
的
統
一
に
於
て
把
握
き
れ
な
け
れ
ば
な
p
り
な
い
。
而

4
こ
の
こ
と
は
岡
民
主
義
的
貿
践
哲
串
の
自
費
の

上
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
か
冶
る
岡
民
主
義
的
貿
践
哲
皐
並
に
枠
組
平
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
市

民
枇
曾
の
「
タ
」
に
於
け
る
現
代
智
識
階
級
の
最
も
重
要
な
使
命
で
あ
る
。

以
上
向
学
史
的
考
察
に
基
い
て
異
の
岡
民
主
義
の
寅
践
的
立
場
を
明
に
し
た
が
放
に
、
稿
を
改
め
て
こ
の
新
岡
民

主
義
の
貫
践
哲
皐
を
具
腫
的
に
考
察
し
よ
う
。

新
聞
民
主
義
心
立
場

第
四
十
三
巻

六
七
七

第
五
挽

プて


